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 はじめに 1.

近年の国内観光の観光形態は，個人観光へ推

移しており，それに合わせ地域主導による観光

振興やサービスの創出を行う着地型観光が多く

見られる．しかしながら，着地型観光の課題と

して他地域との差別化を図るために，地域資源

の明確化や情報の収集・活用，観光客の実態や

観光目的の把握などがあげられる． 

本研究では，個人観光客を対象とした観光支

援システムを提案する．情報システムは，岩手

県内の2つの地域自治体へ導入し，運用・評価を

行う．これにより，個人観光客支援の観点から

着地型観光のマーケティング活動を支援するこ

とを目的とする． 

 

 着地型観光マーケティング活動 2.

着地型観光を行う地域が取り組むべきマーケ

ティング活動を図1に示す．一般的な着地型観光

のマーケティングでは，評価に必要な観光客や

地域住民から意見収集を行う必要があるが，現

状では効果的に行われていない．そのため，観 
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図1 提案する着地型観光のマーケティング活動 

 

 

 

 

 

光客の口コミや地域住民の意見を地域資源に関

する情報として収集・把握し，情報配信や計画

立案時に活用することが求められる．特に，個

人観光客の場合は，観光前支援が重要となる．

そこで，地域資源に関する情報を観光計画立案

に活用する． 

 

 地域資源に関する情報の収集・活用 3.

3.1 地域資源の収集 

地域資源に関する情報の収集は，携帯電話の

メール機能とソーシャルメディアであるTwitter

を用いる2つの方法を試みる．携帯電話では，実

体験に基づく観光地の口コミや住民からの意見

を，Twitterでは，Web上の観光地や地域の商品，

イベントの宣伝情報を収集する． 

観光前の情報配信に求められる地域資源に関

する情報を図2に示す．地域・観光地の認知では

主に地域の概要，観光の検討では買い物やお勧

め情報などの詳細な情報，計画立案時には天候

や交通などの実用的な情報が求められる．これ

により，観光地情報を補完し，具体的で活用性

ある情報を個人観光客へ提供する． 

3.2 観光計画立案への活用 

地域資源に関する情報は個人観光客の観光計

画立案に活用する．観光計画のコンセプトは，

観光客の目的を取り入れ時間や移動を考慮した

日程を示す計画とする．観光計画の立案には，

季節性・利用対象を踏まえた目的や来場日，来

客数，交通手段など観光客の詳細な情報，地域 
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図2 観光情報と地域資源に関する情報の関係 
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から観光地に関する具体的な情報が必要となる．

計画の立案方法は，寄り道型と目的地推薦型を

提案する．寄り道型は，観光客の目的地から周

辺の観光地へ周遊を促す．目的地推薦型は，観

光客の嗜好に基づいて観光地を推薦し，目的地

を創出する．地域資源に関する情報は各観光地

の位置情報と組み合わせた情報配信や観光客の

嗜好の抽出に活用する． 

提案する計画では，観光概要，観光日程，観

光マップにより構成する．観光概要では，観光

の日時や観光客の年齢，客層や目的を配信する．

観光日程では，目的地とその順序，また観光の

目安時間として訪れる時間を付加して配信する．

観光マップではGoogle Mapsを用い，観光地間の

位置関係や経路を配信し，観光中の移動を視覚

的に把握できるようにする．  

 

 個人観光客を対象とした観光支援システム 4.

4.1 提案するシステムの概要 

地域資源に関する情報の収集・活用は，観光

支援システムとして情報システムにより実現す

る．情報システムは2つの地域自治体に導入し，

個人観光支援について検証する．システムの概

要図を図3，導入システムの各機能を表1に示す． 
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図3 提案システムの概要図 

4.2 導入事例1：岩手県葛巻町 

 葛巻町は人気観光地が点在し，祭りなどイベ

ントも盛んである．そのため，地域資源に関す

る情報は，イベント開催時に収集イベントを企

画し，現地での実体験に特化した投稿を収集す

る．観光計画は寄り道型により立案する．情報

システムは，「くずまき観光ガイド」1)として

2010年10月に運用を開始し，現在まで継続利用

している． 

4.3 導入事例2：岩手県滝沢村 

 滝沢村は，集客力が小さいが数多くの観光地

を持ち，また自治体のソーシャルメディアの活

用が盛んである．そのため， Twitter APIにおい

て観光地名を検索クエリとし，地域資源に関す 

表1 導入対象別情報システムの機能概要 

 
る情報を収集する．観光計画は目的地推薦型に

より立案する．情報システムは，「チャグチャ

グなび」として2013年3月に運用開始予定である． 

4.4 システムの評価 

地域資源の収集において事例1の携帯電話を用

いた場合は，観光地や体験内容の具体的な情報

が見られる一方，「楽しかった」など抽象的な

情報も見られた．また運用負荷は大きく，投稿

時のサポートが不可欠である．事例2のソーシャ

ルメディアを用いた場合は，負荷はなく観光地

ごとの季節性や時系列の情報が収集されたが，

誤情報や重複情報が見られ，APIの検索クエリの

検討が必要であることがわかった． 

寄り道型の計画立案では，周辺観光地の情報

を得るために，目的地推薦型では，それに加え

観光客の嗜好を基づいた観光地の推薦に活用で

きた．このことから，目的地推薦型の立案方式

で季節性や時系列を考慮した計画立案を行うこ

とができた．しかし一定量の地域資源に関する

情報が必要となるため，知名度の低い観光地に

おける地域資源の収集を考える必要がある． 

 

 おわりに 5.

本研究では，地域資源を活用した個人観光客

支援を行う情報システムを2つの自治体に導入し

た．その結果，個人観光客への情報配信や計画

立案を支援できた．しかし，地域資源に関する

情報の収集方法については正確な情報収集や運

用負荷の観点から再検討していく必要がある．

今後は，観光客の立案する観光計画を用いた新

規コンテンツの創出方法について提案する． 
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